
地域の合意形成支援の必要性

① 有識者意見

○ 地域の構造改革である以上、手段より利害関係者の合意
形成が前提（上園委員）

○ 補助等の手段がありながら進まない理由の一つは、地域
方針の不在（仲埜委員）

地域を支え、実践まで合意形成とプラン形成を伴走支
援する必要

○ 複雑な合意形成等には専門性を持つファシリテーターが
必須（久保田委員）

○ 進め方に専門性が必要で、行政職員で補完が難しい領域
という認識（上園委員）

地域の合意形成支援（たたき台）

⚫ 懇話会意見や、市町村アンケートの結果をもとに、地域の合意形成に向けた伴走支援の素案を検討。

地域の共通目標を
描き方向性を整える

実践段階（調査や実証等）
まで引き上げ

過程を可視化し、他地域にも進め方を展開！支援

合意形成支援

・マッチング機会の提供
・各種情報支援

外部ファシリの支援により
合意形成を促し結論までを導く

・学習機会の提供
・課題・実現性の整理
・目標・プランの整理

内容

脱炭素
とは？

実施価値は？

何ができる？

市町村

地域主体
（事業者・団体
・金融等）

外部関係者
（専門家・省庁・
事業者等）

外部
ファシリ
テータ－

外部ファシリテーター派遣による専門的支援が必要

② 市町村アンケート

資料３－３

地域協議会

○ 地球温暖化対策実行計画の策定・改定を検討していない理由
（上位４項目）

項目（複数回答可） 件数 割合

人員の不足 58 69.9%

専門知識の不足 54 65.1%

項目（複数回答可） 件数 割合

優先度が低い 43 51.8%

対策の予算確保困難 21 25.3%

○ 道に求める支援策（上位7項目）

項目（複数回答可） 件数 割合

財政的な支援 155 86.6%

情報提供 141 78.8%

送電網整備 50 27.9%

中小企業の取組促進 43 24.0%

項目（複数回答可） 件数 割合

専門人材の派遣 35 19.6%

セミナー等の開催 35 19.6%

自治体担当者間の
情報交換の場の設定

32 17.9%

実践に向けた合意形成の伴走支援（案）


